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世
界
最
大
級
の
渦
潮

南
あ
わ
じ
市
の
シ
ン
ボ
ル
を
世
界
へ

渦
潮
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説

も
っ
と
学
び
た
い
人
は

う
ず
し
お
科
学
館
へ

「世界の渦潮」大きさランキング

１位　日本「鳴門海峡」 直径約30ｍ

２位　ノルウェー「サルトストラウメン海峡」 直径約 10ｍ

３位　フランス「ランス川河口」 直径約２ｍ

　

鳴
門
海
峡
の
渦
潮
は
、
潮
流
や

地
形
な
ど
の
要
因
が
絡
み
合
い
発

生
し
ま
す
。
春
と
秋
の
大
潮
時
に

は
直
径
約
30
ｍ
に
達
す
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
世
界
最
大

級
を
誇
り
ま
す
。

　

福
良
港
と
伊
毘
漁
港
か
ら
出
港

し
て
い
る
観
潮
船
に
乗
れ
ば
、
大

迫
力
の
自
然
現
象
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、道
の
駅
「
う

ず
し
お
」
で
は
陸
か
ら
も
渦
潮
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潮
の
満
ち
引
き

　

海
に
は
潮
の
満
ち
引
き
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
月
と
太
陽
の
引

力
に
よ
っ
て
海
面
の
高
さ
が
変
わ
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
満
ち

引
き
に
よ
り
潮
流
が
発
生
し
ま
す
。

淡
路
島
周
辺
の
潮
流
（
図
１
）　

　

太
平
洋
側
か
ら
の
潮
汐
は
、
紀

伊
水
道
で
２
手
に
分
か
れ
、
一
方

は
鳴
門
海
峡
の
南
側
に
、
も
う
一

方
は
①
大
阪
湾
、
②
明
石
海
峡
を

通
っ
て
播
磨
灘
に
入
り
、
約
６
時

間
遅
れ
て
③
鳴
門
海
峡
の
北
側
に

達
し
て
、
そ
こ
に
満
潮
を
も
た
ら

し
ま
す
。

　

そ
の
頃
に
は
、
鳴
門
海
峡
の
南

側
は
干
潮
を
迎
え
て
い
る
た
め
、

海
峡
を
境
と
し
て
北
側
の
播
磨
灘

で
は
満
潮
、
南
側
の
紀
伊
水
道
で

は
干
潮
と
な
り
ま
す
。

　

鳴
門
海
峡
を
境
と
し
た
干
満
の

違
い
に
よ
り
最
大
１
・
５ｍ
の
水
位

差
が
生
ま
れ
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら

低
い
と
こ
ろ
へ
一
気
に
流
れ
込
み
、

速
い
潮
流
が
発
生
し
ま
す
。

渦
の
発
生
（
図
２
）　

　

鳴
門
海
峡
は
幅
１
・
３
km
と
狭

く
、
海
底
断
面
が
Ｖ
字
型
で
約
80

　

m
の
深
さ
が
あ
り
ま
す
。
潮
流
が

海
峡
を
通
り
抜
け
る
と
き
、
海
峡

中
央
で
は
抵
抗
が
少
な
い
た
め
、

潮
流
は
速
く
流
れ
ま
す
。 

一
方
、

両
岸
部
で
は
浅
瀬
な
ど
に
よ
り
抵

抗
が
あ
る
た
め
、
流
れ
は
緩
や
か

に
な
り
ま
す
。
２
種
類
の
流
れ
の

速
度
差
に
よ
っ
て
回
転
力
が
生
ま

れ
、
渦
が
発
生
し
ま
す
。

　

う
ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館
の

「
う
ず
し
お
科
学
館
」
で
は
、
渦

潮
を
発
生
さ
せ

る
水
理
模
型
が

あ
り
、
壁
面
ス

ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
し
た
映
像

と
、
天
井
か
ら

吊
り
下
げ
ら
れ

た
巨
大
球
体
が
連
動
し
て
、
渦
潮

の
仕
組
み
を
視
覚
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
の
高
低
差
を
滑
っ

て
体
験
で
き
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
あ

る
ほ
か
、
大
鳴
門
橋
に
取
り
付
け

ら
れ
た
カ
メ
ラ
を
操
作
し
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
渦
潮
を
観
察
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

【
う
ず
し
お
科
学
館
】

▼
入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、

中
高
生
２
０
０
円
、
小
学
生

１
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

▼
営
業
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
う
ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館

　

☎
52
・
２
８
８
８

　
世
界
に
類
を
見
な
い
大
き
さ
で
人
々
を
圧
倒
す
る
「
鳴

門
海
峡
の
渦
潮
」。
大
自
然
が
生
み
出
す
渦
潮
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
れ
ば
、
そ
の
希
少
さ
に
、
さ
ら
に
魅
了
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
現
在
、
こ
の
渦
潮
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、学
術
調
査
の
実
施
、

語
り
部
養
成
講
座
の
開
講
な
ど
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

鳴門海峡の渦潮に迫る！
世界遺産登録をめざして

世界一の渦潮を見に行こう！
二次元コードから大鳴門橋と渦潮の
ドローン映像が楽しめます。

動画（YouTube)

二次元コード
道の駅「うずしお」
からの360度ＶＲ
画像

潮の流れ
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（図１）淡路島周辺の潮流
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（図２）渦の発生

登
録
へ
の
推
進
体
制

産
登
録
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
平
成
26
年
12
月
に
は
、
兵

庫
・
徳
島
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、兵
庫
県
側
が
自
然
分
野
、

徳
島
県
側
が
文
化
分
野
の
観
点
か

ら
渦
潮
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る

学
術
調
査
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

渦
潮
の
魅
力
を
内
外
に
伝
え
る
た

め
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
、
民
学

官
が
一
体
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

鳴門海峡周辺の海岸で清掃活動

淡路島内の小学校で出前講座

世
界
遺
産
と
は

　
世
界
遺
産
と
は
、「
顕
著
な
普

遍
的
価
値
（
人
類
全
体
に
と
っ
て

特
に
重
要
な
価
値
）」
を
有
し
、

将
来
に
わ
た
り
保
全
す
べ
き
遺
産

と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
教
育

科
学
文
化
機
関
）
の
世
界
遺
産
委

員
会
が
認
め
、「
世
界
遺
産
一
覧

表
」
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
世
界
遺
産
に
は
、「
自
然
遺
産
」

と
「
文
化
遺
産
」、
両
方
の
価
値

を
兼
ね
備
え
て
い
る
「
複
合
遺
産
」

が
あ
り
ま
す
。

　
鳴
門
海
峡
を
挟
ん
だ
兵
庫
県
淡

路
島
と
徳
島
県
鳴
門
市
の
住
民
・

自
治
体
等
が
、
渦
潮
の
世
界
遺

世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
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兵庫・徳島「鳴門の渦潮」
世界遺産登録推進協議会の総会


